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インフルエンザ 0 0.00 0 0.00

RSウイルス感染症 26 1.63 12 0.75

咽頭結膜熱(プール熱) 3 0.19 0 0.00

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎 0 0.00 1 0.06

感染性胃腸炎 75 4.69 47 2.94

水痘(みずぼうそう) 1 0.06 2 0.13

手足口病 2 0.13 1 0.06

伝染性紅斑（りんご病） 0 0.00 0 0.00

突発性発しん 11 0.69 9 0.56

ヘルパンギーナ 0 0.00 0 0.00

流行性耳下腺炎(おたふくかぜ) 0 0.00 0 0.00

急性出血性結膜炎 0 0.00 0 0.00

流行性角結膜炎(はやり目) 0 0.00 0 0.00

細菌性髄膜炎 0 0.00 0 0.00

無菌性髄膜炎 0 0.00 0 0.00

マイコプラズマ肺炎 0 0.00 0 0.00

クラミジア肺炎(オウム病を除く） 0 0.00 0 0.00

感染性胃腸炎(ロタウイルス） 1 0.20 0 0.00

疾患名 疾患の増減 報告数 定点当り 報告数 定点当り

              　　　　　　　令和4年（2022年）第7週　2022年2月14日（月）～2022年2月20日（日）

期　　間
2022年　6週 2022年　7週

2/7～2/13 2/14～2/20（最新）

👇詳しい情報は熊本市感染症情報をご覧ください

梅毒が全国的に増加しています。去年（1月から12月まで）の全国の感染者

報告数は7873人と集計が始まって以来、過去最多の報告数になりました。

男性は20～40代、女性では特に20代で多く報告されています。

熊本市では今年に入り、すでに14人報告がありました。

梅毒に注意しましょう!! 早期発見・早期治療が大切!!

熊本市保健所ではＨＩＶ検査と一緒

に梅毒の検査も受けられます。

詳しくは熊本市ホームページを

ご確認ください。ＱＲコード

「熊本市HIV(エイズ)検査・相談」
▶▶感染原因・・・梅毒トレポネ−マという細菌が、性的な接触により感染します。

▶▶潜伏期・・・３～６週間

▶▶症状・・・経時的に病期が分かれます。また、梅毒に感染していても症状が出ないこともあります。妊婦の場合は、どの時期でも胎児

に感染させる危険があり、流産、死産、先天梅毒の原因となります。

梅毒トレポネーマという細菌が、

性的な接触により感染。感染

菌が入った所に、

硬いしこり（初期硬結）ができる。

手や腕、足の裏、体に

赤い発疹（バラ疹）ができる。早期Ⅱ期

心臓や脳に障害が起こり、

日常生活が営めなくなります。晩期

早期Ⅰ期

▶▶予防・・・感染している人との性的接触を避けることが基本で

す。特に第１期と第２期は感染力が強いので注意が必要です。

コンドームの使用は、完全ではありませんが予防効果があると言

われています。 参考文献 １）国立感染症研究所 感染症情報センター「 梅毒とは」

↓梅毒疹（バラ疹）
（ACC 「HIV感染症とその合併症診

断と治療ハンドブック」より抜粋）

予防が大切！


